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ＪＴＡトピックス ２０２１年１月

高知県警・安芸警察署長、行方不明となり警察、消防、青年団等が出動し長時間捜査中の

８０代痴呆症高齢者を救出し命を守った

安岡洸佑（高知安芸跆拳道クラブ、初段、少年部出身）表彰！

河 明生宗師範談

「少年部時代の洸佑は、あまりまじめな少年とは言えなかったが、日本跆拳道を通じて健全な青年に成長した。

このたび人命救助で活躍し、警察署長から表彰されるとは、まことに喜ばしい限りである。

洸佑の成長や私及び「ＪＴＡに感謝しています」という父親の感謝の言葉は師範冥利につきる。

子育中の親に一つの考え方を披瀝したい。
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最近、Ａから、かつて高知安芸ＴＣに在籍していた少年部Ｘの現状を聞いた。

Ｘは洸佑よりもまじめで、日本跆拳道に対しても情熱があり筋も良かった。

しかし、Ｘ本人が続けたいと熱望していたのに、親が強引に退会させてしまった。

数年後、Ｘは進学した高校を中退し、郷里から逃げるように都会でホストをしていると聞かされた。

おそらく親との関係は修復できないと思われてならない。

私は約４０年間の指導を通じて子育てに失敗する親をたくさん観察してきた。

子育てに失敗する親は、子供を親のアンドロイドだと錯覚している。

子供はいつまでも親の言うとおり、というよりは支配下にあるという幻想を抱いている。

その錯覚と幻想をやめないと、長じて子供が離れていくだろう（身近な事例として愚兄と姪二人の関係）。

子供は、自分の意思をもち、自分の価値観に応じた人生を歩む人間である。

まじめなことを一生懸命がんばっているのなら、親は黙って応援すべきである。

洸佑の親はそれを実践し、Ｘの親はそれをしなかった。

今回の表彰は、実は、洸佑の親に対する表彰状であると考える。


